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研究成果の概要（和文）：本課題では価格提示メカニズムを採用する企業が競争を行う場合の均衡について分析した。
企業が供給する財に買い手が見出す価値が買い手相互の私的情報に依存する場合、および他の買い手の採用の有無に依
存する場合について動的あるいは静的な競争の均衡を分析した。財の価値が他の買い手の私的情報にも依存するモデル
では買い手が財の採用を先送りすることのインセンティブが企業の価格戦略に影響を与えることを示し、また財の価値
が他の買い手の採用の有無に依存するモデルでは買い手間の依存のパターンが均衡に大きく影響を与えることを示した
。

研究成果の概要（英文）：This project studies the equilibrium of competition between firms that employ 
price-posting mechanisms to sell their goods. It analyzes a dynamic two-period model in which the value 
of the good of either firm to each buyer depends on his and other buyers’ private information, and 
another model in which the value of either good to each buyer depends on the adoption decisions of his 
neighbors. In the first model, the buyers may delay their purchase decisions to learn from the behavior 
of other buyers, and the possibility of the delay affects the firms’ pricing decisions. In the second 
model, the equilibrium prices may not equal the constant marginal cost of production depending on the 
specification if the externalities relationship among the buyers.

研究分野：理論経済学
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１．研究開始当初の背景 
経済学における制度設計(メカニズムデザイ
ン)の理論は通常一人の制度設計者が独占的
に一人ないし複数の経済主体を対象に制度
を設計すると考えるのが普通である。経済主
体が当該制度に参加しない場合の効用はあ
る一定の水準であると仮定して分析を行う。
これに対して実際の問題ではある制度に参
加しない主体は別の制度に参加することが
十分考えられる。たとえば複数の制度設計者
が競争的に参加者を募りながら自らの制度
を決定するような状況である。このような問
題の先行研究は少なく、それらにおける問題
の定式化は抽象化されすぎて現実の状況を
描写しているとはいえない。これらを踏まえ
て経済主体が制度に参加しない場合のオプ
ションをより明示的に考慮した制度設計の
分析を進めていこうというのが当初の背景
であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では経済学における制度設計(メカニ
ズム・デザイン)の理論を構築することを目的
とする。具体的には制度とその外側に存在す
る環境との関係を明示的に考えることによ
って、制度が機能するためのより有効な判断
基準を提供するのが目的である。これまでの
制度設計の問題では制度は一つの独立した
世界にあると考えられ、その外部との関係が
分析されることはほとんどなかった。しかし
社会の一部としての制度を考えた場合には
制度の参加者は同時にその社会における他
の活動にも参加しており、必然的にその活動
と制度内における行動は互いに影響を与え
る。このような相互作用を考慮した理論分析
をおこなう。 
(1)メカニズムデザイン (制度設計)とは？こ
こでの制度設計とは制度設計者(=デザイナ
ー：政策決定者、財の売り手等)が、個人(=
エージェント：個人、財の買い手等)のもつ私
的情報を集計したうえで意思決定をおこな
う問題とする。例えば売り手が一単位の財を
n 人の買い手のうちの一人に売る問題で、買
い手がその財に見出す価値は私的な情報で
あるとする。それらの私的情報をもとにどの
買い手にいくらで財を売るのかを決定する
のが制度設計の問題である。どのような制度
が私的情報を正しく集約して効率性や収益
の最大化といった望ましい決定につながる
かを分析することが主眼となる。 
 
(2)メカニズムと外部との関連について：理論
経済学においてメカニズムデザインの分析
を行う場合には通常メカニズムはその外の
世界から独立した世界を形成すると考え、メ
カニズムの参加者はその独立した世界にお
ける最適な行動(均衡行動)を取るものと考え
る。しかし現実にはメカニズムの参加者は同
時にその外の世界でも活動をおこない、メカ

ニズム内での行動とその外での行動が相互
に影響を及ぼしあっていることは極めて一
般的である。たとえば公共工事の入札の問題
において企業は当該工事に係る自らの費用
を参照しつつ入札額を決定するが、この費用
はこの企業が他にどれだけの工事を請け負
うかに依存する。通常のメカニズムデザイン
ではこれら費用が外生的に与えられたもの
として分析を行うが、実際には企業は入札に
当たってそれら他の工事をどのように請け
負うかも決定するはずであり、入札と、それ
以外の工事を請け負うための競争が同時進
行するならば、それらの関係を明示的に考え
る必要がある。別の例として大卒者の採用に
おける企業間の競争を考える。俗に「青田買
い」といわれるように学生が大学を卒業する
よりもはるか以前に企業が採用活動を開始
することはよく知られている。非効率な青田
買いを防止するためにたとえば学生と企業
をマッチするメカニズムの導入などが経済
学者などの間で提唱されている。仮にそのよ
うなマッチングメカニズムが導入された場
合でも、企業には依然としてそのメカニズム
外で採用活動を行う自由がある。採用人員の
うちある程度は青田買いで、残りはマッチン
グメカニズムを通じて確保する、といった行
動を企業が取る場合には企業のメカニズム
内外の行動を一体的に分析する必要がある。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は純粋な理論研究であり、通常の理論
研究と同様に先行研究の調査ののち、モデル
の構築、解析、結論の導出等を同時並行的に
行う。いずれの段階でも研究代表者個人で行
う研究である。モデルの構築は最も重要な部
分であり、どのような制度が分析の対象とし
てふさわしいかを慎重に選別した結果、現段
階で比較的分析が容易な価格提示メカニズ
ム間の競争の問題について分析を行うこと
とした。価格提示メカニズムは最も基本的な
メカニズムであり、その単純さから現実に広
く用いられている。当初目的としていた入札
やマッチング等、より複雑な制度に関する問
題については現時点では残念ながら適当な
モデルの構築が難しくあきらめざるを得な
い。しかし価格提示メカニズムについても以
下に示すように非常に興味深い結果が得ら
れている。 
 
 
４．研究成果 
この期間に当申請課題のもとで行った研究
は以下の２つであり、ともに価格提示メカニ
ズムを採用する企業間の競争として定式化
されている。 
 
(1)Masaki Aoyagi, Hikmet Gunay and 
Manaswini Bhalla,  “Social Learning and 
Delay in a Dynamic Model of Price 



Competition.” 
 
本研究では価格提示メカニズムを採用する
２企業が２期間にわたって価格競争を行う
問題を分析している。買い手がそれぞれの企
業の財に見出す価値は自らの私的情報、およ
び他の買い手の私的情報に依存するが、それ
らの情報を直接交換することはできず、お互
いの行動から相手の情報を推測する。たとえ
ば車を買うことを考えている消費者が自ら
集めることのできる一次的な情報は限られ
るが、他の消費者の購買行動から彼らの集め
た情報を推測し、それにより財の価値を判断
することは日常的にある。モデルでは買い手
は第１期にいずれかの企業の財を購入する
か、あるいは判断を先延ばしして相手の行動
を見たうえで第２期に購入するかを決める。
このようなモデルにおいて企業の均衡にお
ける価格付けがマーティンゲールに従うこ
とを示し、その性質を利用して均衡を導出し
た。均衡における買い手の行動が他者の私的
情報への依存度の大小によってどのように
変化するかについても分析した。判断を『先
延ばし』する買い手を対象とした価格付けの
問題は近年研究が盛んになっている分野の
一つである。このようなモデルに買い手相互
の『社会学習』の可能性を導入したのが本研
究であり、これは申請者が知る限り初めての
試みである。現在英文査読誌に投稿中である。 
 
(２)     Masaki Aoyagi,    “Bertrand 
competition under network externalities.” 
 
本研究では価格提示メカニズムを採用する
２企業がそれぞれ外部性のある財を競争的
に供給するモデルを分析する。買い手はネッ
トワークをなし、リンクで結ばれた隣接する
買い手のうち、自らと同じ企業から供給され
る財を採用したものの数が多ければ多いほ
ど正の外部性のために財の価値が上昇する。
各企業はそれらのネットワーク構造を踏ま
えたうえで完全差別的に価格を設定する。外
部性がない場合には競争的な価格付けの結
果均衡における価格は限界費用と等しくな
ることはよく知られているが、外部性のある
場合には価格=限界費用となるのは財の価値
が同じ財を採用する隣接する買い手の数に
比例して線形に増える場合か、あるいはネッ
トワークが特殊な形状をしているときに限
られることが示される。より一般的なネット
ワークと外部性のもとでどのような価格体
系が均衡となるかを分析し、１企業が市場を
独占する均衡、および２企業が市場を分割す
る均衡を分析した。本モデルは多くの先行研
究のある『二面市場』の問題を特殊なケース
として含むが、ネットワークであらわされる
局所的な外部性の性質が価格競争の均衡に
どのように影響を与えているかを示した最
初の研究である。本研究は英文査読誌に投稿
し、現在改訂中である。 
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